





















































結論として (第8章で)､① ｢時間的局所限定｣の重要性 ②形容詞述語文における


















第-部 方法論編 - 適切な記述のために
1.｢動詞～形容詞～名詞｣の連続相
1.1 前提となる理論
1.1.1 ギボ ン ｢time-stabilityscaleJ
1.1.2 レ-マ ン ｢aspectualtype(S)｣












































6.2 《特性》か 《状態》か- 連続面の問題 -･･･--･･･-･･･.････--･84


























































































2分法 西尾 (属性 ◎感情)
3分法 仁田 (属性 ｡感情 ｡評価)
寺村 (感情表現 ◎感情性状規定表現 ｡性状規定表現)
4分法 山口 (性状 ◎評価 ｡感覚 や感情)
細川 (A｡Bl｡B2◎C)
一方で､これらと全く異なった軸を導入し､形容詞を分類する試みが言語学研究会から
























































































































































あたっては､(∋ ｢属性主｣のタイプ ②時間的局所限定の有無 の､2点に注目する必要
があることを確認する｡
第3章では､記述にあたって確認が必要な点について､｢動詞述語文との違い｣に重点







































































































static < > dynamic
atelic telic
atempora1 duratiVe termin. ingress. punctual















































































Ⅰ Ⅱ ln lV





















この 《結果的な状態》はただの 《状態》ともくべつしなければならない｡ 《状態》も､物そのも
のにときとしておこってくる､一時的な出来事をとらえているが､それは､変化の結果ではない､











そして､動詞述語文 ｡形容詞述語文 ｡名詞述語文が､ この四段階とどのように関連 して
いるかを (配慮すべき細かい点を捨象 して)､傭轍すると､次のようになる｡
20
動態的出来事 静 態 的 (出 来 事)
動詞逮請文 し∴!ユ ∴ ｢了｢ ~二 く超時的な質規定文>
完成相 ･庭に蛇がいる/ ･人は死ぬ/
継続相パ フーェクト反復相 山がそびえている 烏は飛ぶ




動詞 工藤 (199 5 )














































定の個人 (以後､ 《個》と呼ぶ)であるのに対して､Ⅲの属性主 ｢海｣は､いわゆる総称
名詞 (以後､ 《類》と呼ぶ)である｡
ここで､再度､用語について少し確認をしておきたい｡｢君 ｡海｣を ｢属性主｣ と呼ぶ




色が悪い｣という属性は ｢君｣にとって ｢臨時的 ｡一時的｣なものであるのに対して､Ⅲ





学研究会の定義に従 う)｡ ここでは､奥田 (1988a)｢述語の意味的なタイプ｣の記述を引
用 して簡単に確認 しておく｡少 し長いが､未公刊でもあるので､本質的な議論として引用
しておこう｡































属 性 主 特定の個人や物 - 《個》 総称名詞 - 《類》
属 性 属性主にとつて臨時的に 属性主が存在している限り
獲得 .付与されたもの 消滅しないもの










































































































<9>A>B A:《個》 <10>A>B A:《個》
A:ST挟んで B:ST前 A:ST挟んで B:ST後











































































































































※圧倒的に ｢よい (よかった)｣が多い｡他に ｢嫌だ ｡楽 しい ｡変だ ◎うれしい
など｣
｢てこ言古Tl





























< 属 性 >
申花子は､顔がきれいだ｡ ｢顔が｣-部分語













作主｣の具体的な ｢動作 ｡出来事 (event)｣を描写するのに対 して､形容詞述語文は､





























評価者が言語化される場合､｢- ｡ッテ｡こ- ◎ニトッテ (-) ｡(ゼロマ-ク)｣など
の形で表れる｡どの形でマ-クされるかについては､形容詞述語文の種類とも絡んでさら
に慎重な議論が必要だが､今簡単に示しておくと､評価性 (主観性)の高い ｢いやだ ｡う
れしい｡きらいだ｡しあわせだ｡すきだ｡だいじだ｣などを述部に持っ形容詞述語文では
｢-｣もしくは ｢ッテ｡(ゼロマ-ク)｣で表れる｡また､いわゆる狭義の属性形容詞によ













































<属性主>< 属 性 >


















< 属 性 主 > < 属 性 > - [個 ｡特性]







<属性主> < 属 性 > (-背景化)





<属性主> < 属 性 > (-背景化)







<属性主> < 属 性 >
<属性主>< 属 性 >
この文だけ見ると､次の二通りの解釈が可能である｡
①父が既に他界している｡
- ｢属性主-父の存在 《個》-過去｣の ｢属性-頼もしい 《特性》｣
②今は父を頼りに思う気持ちは無くなっている (父の生死は不問)｡


















ST (発話時)を挟んで存在している ｢エッフェル塔 (属性主 《個》)｣の
｢高い｣という 《特性》を表現したもの｡
(Ⅱ)｢ェッフェル塔は高かったわよ｣











































lJ く 属 性 主 > <属性> (ひとり:222)
<評価者>
この ｢評価者｣は従来 ｢経験者｣と呼ばれてきたものとほぼ同じである｡この術語も研究者によっ









































ku-tekehearha [認識レベル] ※三人称はunmarkedで接辞なし｢私の手-痛い (vi)｣
私の 手 痛い
















atemporal duratiVe termin. ingress. punctual































動態的出来事 -静 態 的 (出 来 事)
完成相 ･庭に蛇がいる/ ･人は死ぬ/
継続相パー フェクト反復相 山がそびえている 鳥は飛ぶ
形容詞･xS 匪 垂軽 重司 _. .｣･今日は顔が青い ･象は鼻が長い/
50
2章では､記述にあたっての基本的な立場や道具立てをより詳細に検討した｡




属 性 主 特定の個人や物 - 《個》 総称名詞 - 《短》
属 性 属性主にとつて臨時的に 属性主が存在している限り
獲得 ○付与されたもの 消滅しないもの






























A>B- A:《類≫ - B




































































○テクストタイプ :基本的に会話文 (工藤1995の言う ｢はなしあいのテクスト｣)
○文タイプ:基本的に ｢平叙文 8肯定｣に限定 (その中でも断定を中心)
感嘆文 (一語文)についても基本的に対象外とする








○基本的傾向 :《特性》を表す形容詞述語文の ｢属性主｣- ｢-｣でマーク
《状態》を表す形容詞述語文の ｢属性主｣- ｢ガ｣でマ-ク
○実際の会話文でよく見られる形 :
























































































































ヤッチロノ トマ トワ アッカ｡
(八代の)










































































































































































































































































( 話 し 手 ) ｢ 亡くなった父は､ 背が高かったのよ ｣








( 話 し 手 ) ｢ 亡くなった父は､ 背が高かったのよ ｣
<属性主 《個》 :過去> <属性 《特性》>

















































































atemporal duratiVe termin. ingress. punctual
classmemberhip property state process event












































































































































































親しい間柄 (特に恋人同士の問)のプライベ-トな会話で用いられると ｢非難｣ というより
82












































るのか無いのか- つまり 《状態》なのか 《特性》なのか- ､その連続面に存在する表現
について観察 ◎記述する (6.2)｡その後､まず現在の 《状態》表現について考える｡
そ して､ 《状態》表現におけるテンス対立の二つのポイント (<属性主><属性>)を確
認 した上で､過去と未来の 《状態》表現についてみる (6.3)｡そ して､動詞述語文 と
の連続面を､先行研究を参照 しながら考えたい (6.4)0
6.1 再び時間的局所限定について
本章では､時間的局所限定のある 《状態》表現について､観察 ◎記述 していく｡
それに先だって､再度､時間的局所限定の有無と､ 《特性》 《状態》の定義について､





















6.2 《特性》か 《状態》か一 連続面の問題
先の節でみたように､ 《状態》が､奥田の規定通りならば､状態を表す表現の属性主は













表現に準じる｡(｢近頃の女- 《叛》｣の ｢強い- 《特性》｣)













































































































































































































ありながら (例 :西尾 1972)樋口らの分類では ｢質 (特性)形容詞｣となるが､それは､


































































@]発話時 (ST)を挟んで存在している 《個》の発話時以前の一時的な 《状態》を表す0
H 冨 墨 書
これらは､<属性>基準で､現在の 《状態》表現と
テンス対立している｡





























































































































































































































｡いみする (いみしている)､いぞんする (いぞんしている)､ことなる (ことなっている)､








































･｢今日は､お母さんのプリン､甘すぎるね｣ 《状態》--- -- (2)









































































○ 《特性≫ と 《状態》の連続面にある ｢時代特定的な特性｣について考えた｡(6.2)
○ 《個》が属性主 となる 《状態》表現について､｢現在｣｢過去｣｢未来｣ のそれぞれの場
合に分けて観察 ｡記述 した｡(6.3)
O ｢動詞述語文｣ と ｢形容詞述語文｣の連続面について､工藤 (1995)を参考に概観 し､
今後の課題を整理 した｡(6.4)







































[注5]5章の 《特性》を表す表現のところで見たように､いわゆる ｢感情 ｡感覚形容詞｣が述語





























































































































































































巨]発話時 (ST)には既に存在しない 《個》の属性主の一時的な 《状態》を表す


















｡発話時 (ST)を挟んで存在している 《個》の発話時以前の一時的な 《状態》を表す














巨]発話時 (ST)にはまだ存在しない 《個》の属性主の一時的な 《状態》を表す






















では､① ｢時間的局所限定｣の必要性 ② ｢認識レベル｣｢評価レベル｣ という二重構造



































































































































































































認識レ 評価レ 認識レ 評価レ
129
A ◎ △ いわゆる属性形容詞の大半 質形容詞状育旨ノ一三■ヽ
B △ ○ ｢すさだ｣｢きらいだ｣



































荒 (1989)｡樋口 (1996)などの ｢質形容詞 ｡状態形容詞｣という分類は､本論文と同
様に時間的局所限定を念頭に置いた分類であり､概略､右端に示したような対応をしてい
る｡樋口 (2000)は､質形容詞を ｢特性形容詞｣と改称しており､これによって､基本的









































































































































































Stassen,Leon(1992)A hierarchy ofmain predicateencoding:In Referand
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｢形容詞のテンスについて｣『論集 日本語研究 (-) 現代編』
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